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JFCCへの期待
～「連携」をキーワードに～

中部経済産業局長　山本雅史

　今年3月31日に中部経済産業局長に着任し、早4ヶ月が過ぎようとしています。中部地
域に赴任するのは初めてではありますが、着任以来、様々な方々とお話させていただく
なかで、当地域がまさにものづくりのメッカであり、技術的な集積においても日本の中
枢地域であることを肌身で感じているところであります。

　さて、日本経済は、この数年、リーマンショックや東日本大震災等の大きな困難に見舞
われ、また円高や厳しい海外情勢も重なって苦境にあえいできました。しかし、最近の経
済情勢をみると、過度な円高の是正が進み、生産・消費に関する経済指標も緩やかながら
持ち直すなど、景気浮揚への期待が高まっています。ファインセラミックス部材におき
ましても、リーマンショックの影響及び東日本大震災・ヨーロッパ信用不安等により、生
産額が落ち込んでいましたが、平成24年度は回復のきざしがみられたところです。

　こうしたなか、政府は、「三本の矢」と言われる経済政策を推進しています。まず「大胆
な金融政策」に転換する一方、大型の補正予算と平成25年度予算を組み合わせた「機動的
な財政政策」を推進してきました。そして6月には3本目の矢として「成長戦略」を取りま
とめ、様々な規制緩和や制度改革を進めることで、民間主導による積極的な投資を促進し、
日本経済の再生、景気の本格的な回復に向けて取り組んでいるところです。

　また当局においては、平成22年より、従来の特定産業に依存した産業構造から、「航空
機」「次世代自動車」「ヘルスケア」等の多様かつ新たな成長産業により世界市場を獲得し
ていく「八ヶ岳」構造への転換を目指し、当地域独自の成長戦略である「中部地域八ヶ岳
構造創出戦略」を展開しております。
　この戦略においては、一つ一つの峰となる新産業の成長も重要ですが、峰々を支える「も
のづくり力」の連携によるシナジーも大変重要と考えております。ファインセラミック
スはまさに様々な産業分野にまたがる基盤的な技術分野であり、貴センターには、個々
の技術を極めることはもとより、中部地域の新たな成長分野同士を技術で繋ぐ結節点と
して一層存在感を高めていかれることを期待しております。

　加えて、新たな成長産業の発展には、地域の中小企業の育成・参入支援が不可欠です。
私は中小企業庁時代に新連携事業やものづくり支援関連法等の立ち上げに関わったこ
とがございますが、その時には中小企業が様々な連携や協力を通じて新技術の創出や経
営の強化を図ることの重要性を痛感いたしました。貴センターにおかれましては、「戦略
的基盤技術高度化支援事業（サポイン事業）」を受託するなど、中小企業の技術振興にご
尽力されておられますが、特にものづくりにおける「連携」においては、研究開発計画の
進捗や知的財産の管理、メンバー間の調整等、「要」となる存在が必要です。こうした中小
企業同士を結ぶ「連携の要」として、貴センターの存在は今後ますます重要になっていく
ものと思われます。

　世界トップレベルの設備と技術力を活かした研究開発拠点としてのみならず、多様な
産業や中小企業の連携を支援するコーディネーター的役割を果たす拠点として貴センター
の更なる活躍を期待しています。
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事業報告事業報告

「理事会」「評議員会」の開催

　第4回理事会、第3回評議員会を以下のとおり開催しました。
　事業報告・決算、公益目的支出計画実施報告、役員の交代等の議案について承認されました。

○第４回理事会

　日　時　平成２５年５月２７日（月）１６：００～１７：００

　場　所　ＪＦＣＣ会議室

　議　事 ［ 議決事項 ］

　　　　　 １．平成２４年度事業報告及び決算の承認について

　　　　　 ２．公益目的支出計画実施報告書の承認について

　　　　　 ３．第３回評議員会の開催について

　　　　 ［研究紹介］

　　　　　「長寿命型人工股関節の開発と実用化」

　　　　　「超断熱多孔体の熱伝導率精密測定技術」

○第３回評議員会

　日　時　平成２５年６月１１日（火）１６：００～１７：００

　場　所　ＪＦＣＣ会議室

　議　事 ［ 議決事項 ］

　　　　　 １．平成２４年度決算の承認について

　　　　　 ２．評議員の選任及び交代について

　　　　　 ３．理事・監事の選任について

　　　　　 ４．顧問の委嘱について

　　　　　 ５．理事の報酬総額について　

　　　　 ［ 報告事項 ］

　　　　　 １．平成２４年度事業報告について

　　　　　 ２．公益目的支出計画実施報告について

　　　　　 ３．平成２５年度事業計画及び予算について

　　　 　［ 研究紹介］

　　　　　「長寿命型人工股関節の開発と実用化」

　　　　　「超断熱多孔体の熱伝導率精密測定技術」
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第25回  2013年度研究成果発表会の開催

　7月5日（金）愛知県産業労働センター（ウインクあいち）、7月12日（金）東京大学　武田ホール（武田先端知ビル）、7月
19日（金）大阪大学中之島センターにて2013年度ＪＦＣＣ研究成果発表会を開催しました。
　特別講演1件、研究成果ショートプレゼンテーション20件、ポスターセッション36件を行いました。
　来場者は名古屋会場320名、東京会場211名（過去最多）、大阪会場141名（今回初めての開催）と、多数のご来場をいた
だきました。これはJFCCの研究活動に対する関心の高さが現れているものと考えております。
　当日いただいたアンケートも概ね良好な結果であり、熱気あふれる活発な意見交換が行われ、成功裏に発表会を終
了できました。来年も皆様方のご意見を反映した発表会を企画致します。

＜特別講演＞ ・名古屋会場　　「日本の研究開発レベルと課題達成型研究」

　　　　　　　　（独）科学技術振興機構 顧問 北澤 宏一　氏

・東京会場　　　「東日本大震災を経たエネルギー関連研究」

　　　　　　　　（独）科学技術振興機構 顧問 北澤 宏一　氏

・大阪会場　　　「セラミックスの先端光加工と分散型エネルギーシステムへの応用」　

　　　　　　　　京都大学大学院　教授　平尾 一之　氏

講演会会場 ポスター発表の様子

北澤氏のご講演 平尾氏のご講演



質量分分析装置 材料試験装置

ベーキング用ヒーター

曲げ試験治具

真空チャンバー
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ラマン分光装置（結晶形や歪などを評価）

　顕微ラマン分光装置が新しくなりましたので紹介します。
ラマン装置は分子や格子の振動を測定しますので、材料の
化学結合状態だけでなく、結晶形の違いや歪の有無なども
測定することができます。355,488,532,785nmの紫外、可視

（青、緑）、赤外の4種類の励起源があるのが特長です。空間
分解能を上げて測定する際は短波長励起、発光による擾乱
を避けて測定する際は赤外など目的に合わせて励起光を
選ぶことが可能です。また、マッピング・深さプロファイル
測定・3次元計測なども可能です。検出ラマンシフトも
18000cm-1まで測定することができ汎用性が高くなってい
ます。結晶方位の変化などを見るのに適した偏光測定も可
能です。

　皆様の材料開発、材料評価にぜひお役立てください。依
頼試験・機器利用とも対応しております。

破壊ガス分析装置の紹介

　超高真空(10-7Pa以下)中で試験片を曲げおよび引張り試験を行い、破面より放出されるガスの質量分析を行う装置
です。本装置は東京大学にて開発されたもので、その後茨城大学に移設されていたものを、この度JFCCに再移設させ
ていただきました。

　本装置は、ボールネジでクロスヘッドを駆動する材料試験装置(最大荷重5kN)と超高真空チャンバーおよび四重極
型質量分析装置（質量計数範囲：1～400）で構成されています。超高真空を得るために試験治具およびチャンバーのベー
キングが必要なため、１回の試験に数日間必要ですが、曲げ試験の場合一度のベーキングで6本の試料が測定可能です。
また、弊財団の依頼試験で取扱が多い室温曲げ試験（JIS R 1601）と共通の試験片、荷重負荷条件で試験が可能です。

　これまでアルミニウム合金、アルミナ、窒化珪素およびジルコニア等各種材料に内在するガスの分析に活用されて
いました。例えばアルミナ、ジルコニア系セラミックス焼結体では破壊時に窒素ガスが最も多く検出され、酸素ガスは
ほとんど検出されないという結果が得られています（松本ら、日本金属学会誌、64（10）、851-856（2000））。材料中にガ
スが存在する原因としては、原料または製造過程で残留、混入することが考えられます。本装置はこれら内在ガスの研
究調査に役立ちます。

研究所ニュース研究所ニュース
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Japan Fine Ceramics Center特許紹介特許紹介

2012年度特許登録実績 （2012/4/1～2013/3/31）

単願特許（国内） ：

共願特許（国内） ：

9件

12件

［累積登録数 ： 31件］

［累積登録数 ： 65件］

＊ 単独保有特許は実施希望に応じます

本件に関するお問合せ先 ： 研究企画部　齊藤　勤 　 TEL:052-871-3500（代）　　FAX:052-871-3599　　E-mail:t_saito@jfcc.or.jp

中部電力（株）

（株）大同

1 炭化珪素系混晶の製造方法 2005-247843 2012.4.6 4963353

発明名称 出願番号 登録日 登録番号

2005.8.29

出願日

 トヨタ自動車（株）

 トヨタ自動車（株）
（株）デンソー
（株）東海理化

（株）豊田自動織機
豊田工機（株）
豊田通商（株）

2 SOI基板及びその製造方法 2001-299324 2012.6.1 50070062001.9.28

2008-084546 2012.6.29 50248862008.3.27 トヨタ自動車（株）

2007-130008 2012.7.6 50299872007.5.16東海カーボン（株）

2006-173878 2012.8.10 50600682006.6.23

2005-330431 2012.8.17 50629892005.11.15

2007-295355 2012.9.21 50901342007.11.14

2006-006001 2012.6.29 50267032006.1.13 東海道旅客鉄道（株）4 バラスト、及びバラスト道床

5 平坦化処理方法および結晶成長法

6 ナノカーボンの製造方法

2007-030796 2012.7.20 50418222007.2.9グランデックス（株）7 耐静電性低摩擦塗膜及び耐静電性低摩擦塗料

8 固体酸化物形燃料電池及びその電極構造

9 電極材料およびその利用

2008-019023 2012.9.14 50853532008.1.3010 金属微粒子担持体の製造方法及び金属微粒子担持体

11 紫外・可視・近赤外吸収スペクトル測定用試料ホルダー

2006-176918 2012.10.12 51057802006.6.2712 シール材及びそのシール材を用いた固体酸化物形燃料電池

2008-028844 2012.10.19 51142362008.2.813 薄膜形成方法

2007-013906 2012.11.16 51342542007.1.24

 トヨタ自動車（株）

2007-152760 2012.12.28 51642502007.6.818 遮熱コーティング部材とその製造方法  石川島播磨重工業（株）

2007-270275 2012.12.28 51668172007.10.1719 単結晶試料の結晶方位測定方法 トヨタ自動車（株）

14 二次電池用電極およびその利用

2007-048245 2012.11.16 51342622007.2.2815 発光体およびその製造方法

2006-240676 2012.12.21 51590732006.9.516 グラファイトシート及びその製造方法

 中部電力（株） 2009-085949 2013.3.1 52088342009.3.3121 変位検知装置とこれを利用した配管の変位検知方法

2008-060550 2012.12.21 51568962008.3.1117 カーボンナノコイル製造用触媒及びその製造方法
並びにカーボンナノコイルの製造方法

2006-046417 2013.2.8 51926492006.2.2320 アスベストの処理方法、アスベスト由来の
リサイクル材料及びその製造方法

2005-166237 2012.6.22 50178022005.6.63
配向性ゼオライト結晶製造液及びこれを用いた
配向性ゼオライト結晶の製造方法、及び
析出物を分離して得られた液体部分からなる分離液

共願人

中部電力（株）
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　2012年4月1日付けで、トヨタ自動車（株）から出向して参りました、吉田信と申します。

　トヨタ自動車では材料技術開発部署に所属し、入社後5年ほど金属系材料を開発した後は、企画総括業務に20年ほ
ど従事しました。具体的には、リサイクル設計の一環として、製品中の環境負荷物質の低減推進・管理を10年。その後2
年間、ちょうど独法移行期にNEDOに出向して、燃料電池の普及基盤整備事業を担当。帰任後は、リソーセスを中心とし
た技術開発テーマの推進・管理に従事し、直近は、材料解析部署で分析の相談窓口を担当しておりました。ＪＦＣＣと
は縁が深く、委託業務の窓口やナノ構造研究所設立時の社内担当でした。

　JFCCでは、トヨタGrの技術相談窓口、受託業務の推進・管理を担当します。企業ニーズを理解するとともに、JFCCの
強みの材料創生・現象解析力を活かした連携を進め、依頼者（お客様）の満足度向上とJFCC発展の両立に努める所存で
す。日常生活では、昼休みは熱田でのジョギングを継続。自宅では、家庭菜園・柑橘類といった実り物の世話や、地元の
里山づくりの一環でホタルの幼虫飼育と、土臭い不束者ですが、ご指導・ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

研究企画部　研究推進グループ
吉田信

JFCC の動きJFCC の動き

人の動き

平成２５年４月１日付
　職員採用
　　材料技術研究所　エレクトロ・マテリアルグループ　上級研究員補

　出向受入
　　研究企画部　研究推進グループ長　担当部長
　　　兼　材料技術研究所　主幹研究員

平成２５年４月３０日付
　契約期間満了
　　材料技術研究所　エレクトロ・マテリアルグループ　上級研究員補

平成２５年５月３１日付
　退職（自己都合）
　　材料技術研究所　マテリアル・プロセッシンググループ　上級研究員補

平成２５年６月１日付
　出向受入
　　ナノ構造研究所　電子線ホログラフィーグループ　研究員

平成２５年７月１日付
　出向受入
　　ナノ構造研究所　電子線ホログラフィーグループ　研究員

姚　　永昭

吉田　　信（トヨタ自動車（株））

本間　隆行

上田　太郎

相澤　由花（（株）日立ハイテクノロジーズ）

山田　悠介（古河電気工業（株））
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表　彰

○公益社団法人日本セラミックス協会
　第38回日本セラミックス協会学術写真賞　優秀賞
　受賞日　　平成２５年３月７日
　受賞者　　一般財団法人ファインセラミックスセンター　　　吉田　竜視、加藤　丈晴、平山　司
　　　　　　公益財団法人国際超電導産業技術研究センター　　吉積　正晃、和泉　輝郎、塩原　融
　　　　　　成蹊大学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三浦　正志
　受賞題目  YBa2Cu3Oy超電導層内部構造の三次元分布解析

○公益社団法人日本セラミックス協会
　第38回日本セラミックス協会学術写真賞　優秀賞
　受賞日　　平成２５年３月７日
　受賞者　　一般財団法人ファインセラミックスセンター　　　高　翔、幾原　裕美、木村　禎一、桑原　彰秀、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クレイグ・フィッシャー、森分　博紀
　　　　　　トヨタ自動車株式会社　　　　　　　　　　　　　大木　栄幹、小浜　恵一
　　　　　　一般財団法人ファインセラミックスセンター　　　客員主管研究員／東京大学　　幾原　雄一
　受賞題目　Aサイトカチオン配列ペロブスカイトの転位芯近傍における局所元素分析

○文部科学省
　平成25年度　文部科学大臣　科学技術賞
　受賞日　　平成２５年４月１６日
　受賞者　　幾原　雄一（一般財団法人ファインセラミックスセンター　客員主管研究員／東京大学）
　受賞題目　材料界面および転位の原子構造解析と物性に関する研究

○一般社団法人粉体粉末冶金協会
　論文賞
　受賞日　　平成２５年５月２７日
　受賞者　　松田　哲志、木村　禎一、松原　秀彰
　受賞題目　サーメットの耐熱衝撃特性の評価法

○一般社団法人日本ファインセラミックス協会
　平成24年度　産業振興賞
　受賞日　　平成２５年５月３０日
　受賞者　　一般財団法人ファインセラミックスセンター　　橋本　雅美
　　　　　　京セラメディカル株式会社　　京本　政之
　　　　　　東京大学　　茂呂　徹、石原　一彦
　受賞題目　長寿命型人工股関節の開発と実用化

○公益社団法人日本セラミックス協会
　国際交流奨励賞　２１世紀記念個人冠賞　井関孝善賞
　受賞日　　平成２５年６月７日
　受賞者　　桑原　彰秀
　受賞理由　若手研究者としてセラミックスの科学・技術における優れた業績が認められた。

○公益社団法人日本セラミックス協会
　2012年 JCerSJ　優秀論文賞
　受賞日　　平成２５年６月７日
　受賞者　　一般財団法人ファインセラミックスセンター　　姚　永昭
　　　　　　独立行政法人物質・材料研究機構　　関口　隆史、大垣　武、安達　裕、大橋　直樹
　受賞題目　Influence of substrate nitridation on GaN and InN growth by plasma-assisted molecular-beam epitaxy
　　　　　　＊ 姚　永昭が独立行政法人物質・材料研究機構在籍時の成果を論文にまとめたものである。

○19th  International Conference on Solid State Ionics Best Poster Award
　受賞日　　平成２５年６月７日
　受賞者　　一般財団法人ファインセラミックスセンター　　クレイグ・フィッシャー、桑原　彰秀、森分　博紀、幾原　裕美
　　　　　　ロスアラモス国立研究所　　　　　　　　　　　　　士建
　　　　　　トヨタ自動車株式会社　　　　　　　　　　　　大木　栄幹
　　　　　　東北大学　　　　　　　　　　　　　　　　　　一杉　太郎
　　　　　　一般財団法人ファインセラミックスセンター　客員主管研究員／東京大学　　幾原　雄一　
　受賞題目　計算機シミュレーションによるLiCoO2薄膜における界面および特性の依存性に関する成果のポスター発表
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2013年　国際セラミックス総合展開催のご案内

　9月25日（水）～27日（金）に東京ビッグサイトにおいて、国際セラミックス総合展を開催します。日本セラミックス
協会、日本ファインセラミックス協会などとともに主催団体の一つとして出展します。JFCCの技術シーズをより多く
の方に知っていただくため、最新の研究成果を展示します。多数のご来場をお待ちしています。
なお、詳細な情報については公式ホームページをご覧ください。（参加登録費：無料）
【公式HP】：http://www.ceramic-expo.jp

開催要項

日　時

場　所

定　員

：

：

：

2013年10月11日（金）13：00～17：05

愛知県産業労働センター　ウインクあいち　5Ｆ　小ホール

名古屋市中村区名駅4丁目4-38

200名（定員になり次第締切）

13:00～13:05

プログラム

（独）建築研究所　理事長　　坂本　雄三　氏

開会挨拶

14:45～15:00 休憩

17:00～17:05 閉会挨拶

13:05～14:05
基調講演

東京大学  先端科学技術研究センター　教授　　岡田　至崇　氏
14:05～14:45

講演 1

名古屋大学 大学院工学研究科電子情報システム専攻　教授　　天野　　浩　氏
15:40～16:20

講演 3

「ゼロエネルギーハウスの動向」

「集光型高効率太陽光発電システムの現状と課題」

（財）ファインセラミックスセンター　材料技術研究所　副所長　　松原　秀彰　　
16:20～17:00

講演 4 「超断熱（壁・窓）（仮題）」

東邦ガス（株）　技術研究所　主席　　水谷　安伸　氏
15:00～15:40

講演 2 「固体酸化物型燃料電池（SOFC）（仮題）」

「LED照明の現状と今後の展望」

省エネ社会実現に向けた
ゼロエネルギーハウスの最新動向と将来展望
～ グリーンイノベーションを支える先端セラミックス技術 ～

ファインセラミックスシンポジウム20１3開催のご案内

　第一線でご活躍の専門家の方々にわかりやすくご講演していただきます。多数の皆様がご参加下さいますようご案
内申し上げます。参加申し込みの受付は9月よりＪＦＣＣホームページで行います。

主催　（財）ファインセラミックスセンター（ＪＦＣＣ）


